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VHS＋DVDデッキ VHSもしくは DVD  LEDプロジェクタ
既存メディアの種類 統合メディア ファイル形式
VHS、DVD、SVHS、D-VHS、CD  DVDへ統合 MPEG2
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る。これらを全体的に考えると、映像系におい
ては DVDビデオ（DVD-Rを含む）を軸に、音
声系においては CD-ROM（CD-Rを含む）を軸
に、それぞれメディアの集約は可能であると思
われる。既存の映像資料の DVD化、もしくはカ
セットテープの CD化を容易に実現できる「メ
ディア変換設備」さえ整備可能であれば、この
二種類のメディアを再生できる環境を全教室に
設置することにより、教室依存のない授業環境
の整備が可能となるに違いない。
4.2 パソコンとの統合化
視聴覚機器は、AV（オーディオ・ヴィジュア
ル）と総称されるように、信号の種類は本来統
一されており、メディアさえ一本化できれば設
備の統合は比較的容易である。しかしパソコン
となると話は異なる。コンピュータは内部信号
がデジタルであり、映像信号はアナログコンポ
ーネント（RGB）もしくはデジタル（DVI）で
送出される。その解像度は機種によって異なる
が、SXGA（1240×1024ドット）が一般的であ
り、ビデオ信号解像度である640×480ドットと
は大きな差が存在する。この点で、ビデオとパ
ソコンとの統合には困難性が付きまとう。
最近の動向としては、パソコンに DVDドラ
イブを搭載し、ビデオ映像も含めてパソコン経
由でプロジェクタから投影する方式への統合が
進行している。単に「可能」であるだけなら問
題ないが、パソコンのビデオカードの色再現性
の不足や RGB信号を表示するデータプロジェ
クタと呼ばれるビジネス用製品の色諧調の乏し
さ（コントラストの低さと黒浮きの問題）は、
映像品質の大幅な低下を招いてしまう。またワ
イドアスペクト16：９へ移行しつつある映像コ
ンテンツに対し、パソコンの３：２画面サイズ
は上下方向に無駄が多く生じ、コンパチビリテ
ィ面での差異はますます拡大していると言わざ
るを得ない。
またパソコン画面を投影するデータプロジェ
クタが明るさを前面に押し出している LED方
式を採用しているのに比し、ビデオ映像を投影
するシネマプロジェクタ（シアター系、ホーム
系と呼ばれる）はコントラストを重視した DLP
（Digital Light Processor）方式に移行してい
る。その結果、データプロジェクタは平均3000
ルーメン以上の輝度を持ち、オフィス内の明る
い場所でも画像確認可能な水準となっている。
そしてシネマプロジェクタは1000ルーメン以下
で室内を完全に暗くして上映するスタイルへと
二極分解している。これらを統合することは、
客観的に見ても難しいように思える。
4.3 オンデマンド視聴覚システムへの発展
様々な条件を考えた結果、視聴覚およびパソ
コンとの統合化における問題点が、パソコン画
面を表示するシステムにビデオ映像を載せよう
とする点にあることが明確になってきた。その
最大の理由は、パソコン画面の解像度が高いた
めである。そこでデジタルテレビの最新技術で
あるHDTV（High Definition TV）に注目す
ることにした。HDTVは1920×1080ドットの解
像度を持つデジタルビデオ（MPEG２-TS）信
号の映像である。これは明らかにパソコン並み
の解像度であり、この仕様を採用すればビデオ
映像にパソコン信号を載せるという従来の逆の
発想が実現できる。
奇しくも、パソコンの画面サイズは SXGA＋
と呼ばれる1440×1024ドットをはじめ、1600×
1024、あるいは1920×1200ドットのUXGA＋に
いたるまでワイドアスペクト化がトレンドとな
っており、これらの動向を勘案するとHD解像
度はパソコンにとっても無理のない仕様である
ことがわかる。ただしパソコンの画面を表示す
るには、完全にHDTVの画素を持つ「フル
HD」と呼ばれる解像度が必要となる。パソコン
は画素リサイズを行うと表示情報が大幅に失わ
がAV/PC統合を可能にする。これに併せて授
業録画システムもHDV（1440×1080ドット）仕
様に変更し、大幅に設置コストを下げるととも
に画質を向上させることを計画している。これ
らをまとめたのが、以下の概念図である。2005
年秋には試験的にワンセットを大学内に設置し、
実用化を目指して進行中である。
５ 今後の計画
5.1 学内のマルチメディア統合化
図書館AVシステムの統合から始まった学
内設備の一元化は、授業録画システムの高度化
とオンデマンド化に伴って利用されるネットワ
ークをさらに活用する、講義用メディア統合へ
と発展する。このキーテクノロジーがHDであ
り、同時に更新する講義録画システムもHDV
への移行もこれにより可能となる。このHD化
に伴う最大の問題点は、大幅に増大するトラフ
ィック負荷をどのように低減するかである。フ
ルHDはHD/SDI圧縮仕様でも256Mbps以上、
HDVの場合も25Mbpsとなり、100Mbpsを最
れるからである。
残念ながらHD解像度の機器はまだ高価で、
LEDディスプレイおよび PDPディスプレイ
でフルHD仕様は60インチクラスが最大で150
万円である。一般にハイビジョン対応と呼ばれ
る家庭用テレビでは1024×768ドットレベルの
ため、本システムには利用できない。また教室
は奥行きがあり、画面対角線長の７倍までとい
う適正視聴距離を考えると60インチで10mま
でとなり、必然的に80インチ以上を表示できる
フロントプロジェクターが必要になる。データ
プロジェクタで映像上映に耐えうるコントラス
トを出せる機種は、DLPを使った製品に限られ
る。理論的には、DLP素子、4000ルーメン以上
の輝度、フルHD解像度（ワイドアスペクト）
を持つプロジェクタが存在すれば、AV機器と
パソコンとの統合は可能となる。しかしこうし
た製品はまだ発売されておらず、素子の開発状
況および価格的な問題から考えて、大学への導
入は２年後になると思われる。
いずれにしても理論的には、フルHDの導入
メディア統合蓄積型オンデマンドHD視聴覚システム概念図
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大とするネットワークにとって非常に厳しい条
件となる。
すなわちこれらの統合化システムは、超高圧
縮に伴う品質的なデメリットを抑止するために
は、データ内容に応じたステップごとのメディ
ア形式の適用がポイントである。光ケーブルを
使用したギガビット・イーサネットの積極導入
と、WMVのHD仕様（720P/5Mbps）を上回
る圧縮アルゴリズムの検討が求められる。現時
点では SONY社のHD圧縮アルゴリズムを使
用し以下のシステムを構成中であるが、今後の
技術動向によりさらにクオリティを追求してい
く予定である。
5.2 無線LANによる配信課題
学園のインフラ整備事業を契機に、キャンパ
ス内のネットワーク環境整備によるメリットの
ひとつである IP電話を積極的に導入しようと
する構想もあるが、学内に無線 LAN環境を構
築する以上、それを電話だけでなく情報配信さ
らには授業にも利用したいと考えている。しか
し現状では、無線は転送速度の点はともかくア
クセスタイミングが60ミリセコンド程度である
ため、動画の転送は駒落ちが生じる。30fpsを実
現するには、少なくとも30ミリセコンド以上が
必要である。圧縮アルゴリズムの選定以外にこ
うした無線アクセス特有の課題はまだ存在する。
またHDないしHDVを導入する場合でも、
蓄積はともかくオフラインでのデリバリーをど
うするかが未解決である。現在HD品質を記録
するメディアとしては、DVHS（デジタル
VHS）もしくは次世代 DVDしか存在しない
が、前者はテープ記録であるためランダムアク
セス性が悪く再生装置もマイナーである。後者
にいたっては、Blue Rayと DVD-HDの二陣営
が対立して一本化されておらず事実上利用がで
きない状況となっている。さらにHD対応の
MPEG-TS形式は、現時点では再生ソフトが標
準化されていないためパソコンでの再生はでき
ない。そのため学外で上映などを行う場合には、
HDV対応編集システムから IEEE1394接続で
ハイビジョンHDDレコーダ（I/Oデータ社の
REC PODなど）に蓄積し、それを相手先のHD
対応チューナを持つディスプレイへ接続し、
IEEE1394で再生をコントロールする方法をと
っている。
６ まとめ
すでに述べたように、今後のネットワークお
よび伝送システムを検討する際は、SDから
HDへと急速に映像系が移行していく事と併せ
て煮詰める必要がある。フルHD対応の家庭用
平面ディスプレイも登場し、コンピュータデー
タ（通信）系とビデオ（放送）系のハードウェ
アは数年以内に統合されるに違いない。これこ
そまさしく多様なメディアを併用する大学教育
にとって大きな恩恵となる。しかし大学の講義
への適用に際しては、本稿で論じたような配信
システムとそれに対応する圧縮アルゴリズムの
重要性がさらに高まる。今後の推移・動向を注
意深く見つめつつさらに研究を進めたい。
参考文献
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６ まとめ
すでに述べたように、今後のネットワークお
よび伝送システムを検討する際は、SDから
HDへと急速に映像系が移行していく事と併せ
て煮詰める必要がある。フルHD対応の家庭用
平面ディスプレイも登場し、コンピュータデー
タ（通信）系とビデオ（放送）系のハードウェ
アは数年以内に統合されるに違いない。これこ
そまさしく多様なメディアを併用する大学教育
にとって大きな恩恵となる。しかし大学の講義
への適用に際しては、本稿で論じたような配信
システムとそれに対応する圧縮アルゴリズムの
重要性がさらに高まる。今後の推移・動向を注
意深く見つめつつさらに研究を進めたい。
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